
令和 5 年度 情報 科 シラバス

2 １学年普通科

最新情報Ⅰ（実教出版

１　学習の到達目標

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　学習方法等（授業担当者からのメッセージ）

３　学習評価

情報Ⅰ

情報は、社会生活を送るうえで思考・判断・行動するときに欠くことのできない存在です。また、情報は個人が

持っているだけでなく社会全体が共有し、ネットワーク化されてより新しい価値や意味を見出す時代になってき

ました。身近にある情報端末が使えるだけに終始することなく、得られた情報を組み合わせることで、よりよい

人間社会を築く取り組み能力を主体的かつ創造的に獲得して欲しいと思います。したがって、知識や技術等を一

方的に伝えることはなく、与えられた教材や題材をもとに自他ともに協働して学習することになります。

科目ごとの評

価の観点の趣

旨

・情報やメディアの特

性について、情報と情

報技術を活用して問題

を発見・解決する方法

を身につけている。

・法規やセキュリティ

の重要性、個人の責任

及び情報モラルについ

て理解している。

・人々や社会に果たす

役割と影響について理

解している。

評価の観点 主体的に学習に取り組む態度

履修学年・クラス（講座）単位数

主な評価方法

科　目

使用教科書

補助教材等

知識・技能

・定期考査

ペーパーまたはＣＢＴ

を用いて事実的な知識

の習得と概念的な理解

を問う問題のバランス

を配慮して出題評価す

る。

・実習レポート課題に

よる評価

・グループ学習におけ

る協働と作品の評価

・作品等の成果物発表

における評価

・GoogleForms等を活用して個人内

評価を行う。

・得られた知識技能を積極的に活用

しようと考え行動しているか。

・成果物に対して自己評価と相互評

価を取り入れて学習をしているか。

思考・判断・表現

最新情報Ⅰ学習ノート、30時間マスターOffice2016（実教出版）、

Monacaで学ぶアプリ制作入門（アシアル）

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、学習活動を通して問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適

切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を習得するとと

もに、情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。【知識及び技能】

(2)様々な事象を情報とその結びつきとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的

に活用する力を養う。【思考力、判断力、表現力】

(3)情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。【学びに向かう態

度・人間性等】

・与えられた情報をも

とにどのような結果が

得られるかを把握でき

る。

・得られた結果をもと

に適切な判断ができ

る。

・結果を効果的な形に

表現し伝達できる。

・得られた知識や情報をもとにし

て、その活用について主体的に考え

て取り組むことができる。

・他者との関わりや情報交換を行

い、よりよいものに改善しようとい

う協調的な姿勢を継続できる。



４　学習及び評価計画

　　※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度

月
時

数
単　元 学　習　内　容 評　価　規　準

主な評価方法

・定期考査

ペーパーまたはＣＢＴ

を用いて事実的な知識

の習得と概念的な理解

を問う問題のバランス

を配慮して出題評価す

る。

・実習レポート課題に

よる評価

・グループ学習におけ

る協働と作品の評価

・作品等の成果物発表

における評価

・GoogleForms等を活用して個人内

評価を行う。

・得られた知識技能を積極的に活用

しようと考え行動しているか。

・成果物に対して自己評価と相互評

価を取り入れて学習をしているか。

4 第１章情報社会と私たち

１節情報社会

5 (1)情報社会と情報

(2)情報の特性

(3)情報のモラルと個人に及ぼす影

響

実習 PC及びタブレットの使い方

・法規や制度、セキュリティの重要

性を理解しようとしている。(a)

・情報と情報技術を適切に活用して

問題を解決・発見しようとしてい

る。(b)

5 第１章情報社会と私たち

２節情報社会の法規と権利

３節情報技術が築く新しい社会

6 (1)知的財産

(2)情報の利用と公開

(3)個人情報の保護と管理

(4)社会の中の情報システム

(5)情報技術と課題解決

・社会に果たす役割と及ぼす影響に

ついて理解しようとしている。(a)

・情報と情報技術の効果的な活用と

望ましい情報社会の構築について寄

与しようとしている。©

6

7

第２章メディアとデザイン

１節メディアとコミュニケー

ション

12 (1)メディアの発達

(2)メディアの特性

(3)コミュニケーションの形態

・質的データと量的データの扱い方

や違いを理解しようとしている。(a)

・データの傾向の評価のために客観

8

9

第３章システムとデジタル化

１節情報システムの構成

２節情報のデジタル化

10 (1)コンピュータの構成と動作

(2)ソフトウェアとインタフェース

(3)アナログとデジタル

(3)２進数と情報量

(4)演算の仕組み

(5)数値と文字の表現

・コンピュータの仕組みと動作につ

いて理解しようとしている。(a)

・収集されたデータを適切な形で整

理や変換して表現することができ

る。(b)

・Webページの制作でわかりやすく

10 第４章ネットワークとセキュリ

ティ

１節情報通信とネットワーク

２節情報セキュリティ

第５章問題解決とその方法

１節問題解決

7 １節

(1)ネットワークの構成

(2)情報通信の取り決め

(3)Webページとメールの仕組み(4)

転送速度とデータ圧縮

２節

(1)脅威に対する安全対策

・ネットワークの構成とプロトコル

について理解しようとしている。(a)

・情報量の計算を理解できるように

努力している。(c)

・情報セキュリティについて関心を

持ち身近な問題意識を持とうとして

いる。(a)

11 第５章問題解決とその方法

２節データの活用

6 (1)データの収集と整理

(2)データ分析と表計算

(3)データの可視化

(4)データ分析の手法

(5)データベースとは

実習　表計算

・データの収集から分析までの一連

の手順を身に着けようとしている。

(a)

・データ分析を行うため必要なアプ

リケーションを用いて考察しようと

している。(b)

12 第５章問題解決とその方法

３節モデル化

４節シミュレーション

6 (1)モデル化とシミュレーション

(2)モデルの分類

(3)モデル化の手順、手法

・問題の発見・解決に活用するために、適切なデータ選択や分析の仕方、解釈の仕方について粘り強く取り組み改善しようとしている。©

1 第６章アルゴリズムとプログラ

ミング

１節プログラミングの方法

5 (1)アルゴリズムとその表記

(2)プログラミング言語

実習 HTML,CSS,JavaScript

・アルゴリズムやフリーチャート等

の表現技能を身につけようとしてい

る。(a)

・目的に応じたアルゴリムを考え適

切な方法表現しようとしている。(b)



1 第６章アルゴリズムとプログラ

ミング

１節プログラミングの方法

5 (1)アルゴリズムとその表記

(2)プログラミング言語

実習 HTML,CSS,JavaScript

・アルゴリズムやフリーチャート等

の表現技能を身につけようとしてい

る。(a)

・目的に応じたアルゴリムを考え適

切な方法表現しようとしている。(b)

23 第６章アルゴリズムとプログラ

ミング

２節プログラミングの実践

5 (1)プログラミングの方法

(2)関数を使用したプログラム

(3)探索と整列のプログラム

実習  HTML,CSS,JavaScript

・ネットワークを活用して評価改善

しようとしている。(b)

・問題の発見・解決にコンピュータ

を積極的に活用しようとしている。

©


